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Stems of living trees: an unrecognized favourable environment for methanogenic
microbes with implications for the role of forests in climate change mitigation
生立木の樹幹: 知られざるメタン生成の好適環境の理解が気候変動への適応に
おける森林の役割を変える



成果の概要／Daniel EPRON 

本研究の目的は、樹幹内部におけるメタン（CH4）生成と、樹幹表面からの CH4放

出との関係について、樹幹の半径方向の拡散抵抗の違いや心材に生息する微生物群

集の組成を考慮にいれて、特徴を見出すことである。 

我々は、4月から 10月にかけて、芦生研究林（京都大学）において、13樹種 38本の

樹木から、幹 2か所（平均高さ 0.8mと 1.6m）に設置したチャンバーを用いて樹幹表

面からの CH4放出量を測定した。その後，すべてのチャンバー位置で成長錐を用い

て木材コアを採取した（76 コア）。木材コアは一定長さ毎に切り分け、そのうち最

も樹皮側のものと最も内部のものは、樹幹内部での CH4生成の可能性を評価するた

めに嫌気条件下で培養した。木材コア内の気体の体積割合を推定するために、乾燥

前の体積および、生重と乾重を記録した。さらに、これらの樹木の幹内の微生物群

集の組成を調べるために、追加の木材コアも採取した。現在、木材コアの切片から

DNAを抽出し、メタン生成古細菌の鍵酵素(coenzyme M reductase subunit alpha)をコー

ドする遺伝子（mcrA）を PCR法で増幅しているところである。 

広葉樹のうち 4樹種はほとんど CH4を放出せず、針葉樹の優占種（スギ）も CH4を

放出しないことがわかった。また CH4を少しだけ放出する広葉樹が 3 樹種、かなり

高い CH4放出量をもつ広葉樹が 5 樹種あり、放出量は樹木の大きさや幹のチャンバ

ーの位置によって大きなばらつきを示した。 

CH4を放出する 5樹種は幹内部でも CH4を生成していたが、そのうち 1樹種では土壌

由来の CH4が樹幹表面から放出されていた。CH4 を放出しなかった 3 樹種は、樹幹

内部での CH4 生産は見られなかった。しかし、CH4 を放出しない、あるいは放出量

が少ない 5樹種は、幹内部で CH4 を生成している可能性があった。これらには、心

材にメタン生成古細菌を保有するスギも含まれていた。半径方向の気体の拡散抵抗

が樹幹表面からの CH4放出を制限していると考えられ、樹幹内部で生成した CH4は

どこへ行くのかという疑問が生じる。樹種間の木材中の気体の体積割合の違いは、

樹幹内部での CH4生産量と樹幹表面からの CH4放出量の関係を説明するものではな

かった。CH4の半径方向の気体の拡散抵抗を直接評価することが必要である。 

現在、木材断面を通過する O2および CH4の拡散性を測定するための実験装置を開発

し、試験中である。これらのデータはすべて、CH4の半径方向への拡散モデルのた

めの校正および検証に用い、CH4放出量と生産量および濃度との関係の解明に取り

組む予定である。 


